
◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

1.35 1.34 - - -
目標達成

途上

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

若い世代に受け入れられやす
いマッチングシステムの登録を
推進し、県全域からどこからで
も独身者がスマホ等で相手を
探せるよう、県内市町が広域的
に連携。

マッチングシステム
登録件数

― 40件 16件 40件 - - - 目標達成

結婚を望む町民を支援するた
め、結婚相談会の開催。

結婚相談会開催件数
新規登録者数

36回
19件

36回
20件

27回
12件

24回
5件

- - -
目標達成

途上

若者の交流・出会いの機会を
創出する。

若者の交流・出会い
イベント参加者数

1回開催
男女各9名参加

1回開催
男女各20名参加

コロナ禍によ
り未実施

コロナ禍によ
り未実施 - - -

目標達成
途上

小中学校における給食無償化
事業の継続。

給食無償提供数 250,853食 対象者100％提供 252,118食 264,141食 - - - 目標達成

大学等への修学の機会を確保
するため、保護者に対し教育資
金を支援。

教育資金支援件数 14件 20件 17件 19件 - - -
目標達成

途上

子育てしながら、働きやすい環
境にするため延長保育・時間
外保育を実施。

延長保育・長時間保
育利用者数

198人
希望者100％

受入れ

174人
受入
100%

177人
受入
101%

- - - 目標達成

安全・安心な居場所づくりを確
保し、子育てしながら、働きや
すい環境にするため、放課後
児童クラブによる共働き世帯の
児童の受入れ体制を整備。

放課後健全育成事
業登録者数

415人
希望者100％

受入れ

323人
受入
100%

360人
受入
101%

- - - 目標達成

達成状況

地域特性を活かした、結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

基本目標Ⅰ 数値目標

合計特殊出生率　2024年度　1.46
（2040年度　1.8）

② これまでの施
策を継続し、さら
に発展させる子
育て応援プラン

① 出会いから結
婚までに着目し
たソフト政策の
強化

目標値 達成状況基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

働き方や職場環境を見直すこ
とから男女が共にいきいきと活
躍できる社会を目指しワーク・
ライフ・バランス（仕事と生活の
調和）を推進。

－ － －
コロナ禍によ
りディスカッ
ション中止

住民へ意識
調査を実施 - - -

目標達成
途上

保護者からのニーズも踏まえ、
0歳児保育の受入れ環境を拡
充。

0歳児保育受入施設
数

6園 ７園 6園 6園 - - - 目標達成

育児相談、家庭保育に関する
相談のワンストップ窓口として
の子育て支援センターの体制
充実

子育て支援センター
利用者数

7,651人
利用者に100％

対応
7,944人

100%対応
5,742人

100%対応
- - - 目標達成

学校までの通学距離が長い児
童・生徒に対して、保護者の経
済的負担の軽減を図るため、
遠距離通学費の支援を実施

遠距離通学者支援
数

29人 100％の支援 26人 24人 - - - 目標達成

青少年の犯罪被害の未然防止
のため、地域住民との連携に
より「子ども見守り隊」「子ども
かけ込み所」などを設置

子どもかけ込み所
数

247件 270件 247件 236件 - - -
目標達成

途上

施策数

12

目標達成数

7

達成率

58.33%

委員からの意見等

マッチングシステム登録件数や結婚相談会・イベント開催等について、開催委回数等を目標にするのではなく、その先にある成
果を把握して欲しい。支援のための住民への情報提供については、事業所にも働きかけ広く周知してほしい。
教育資金支援件数について、教育ローン申込者も少数であることから、必要とする方には行き渡っているのかもしれない。
男女共同参画計画策定にあたって住民の意識調査ができたことは良いこと。今後も取り組みを継続してほしい。
子どもかけ込み所について、登録数が減少するのはやむを得ないが、分布を見て手薄な区域を重点的に掘り起こす必要があ
る。在宅の高齢者等に向けた広報が必要。

③ 子育て世代
が安心できる環
境づくり

基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況

④ 教育環境の
充実により、若
い世代が住みた
くなるまちをつく
る
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

195 178 - - -
目標達成

途上

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

 次世代を担う農業者の育成・
確保に向け、就農準備、経営
開始に要する資金の交付など
新規就農支援体制を整備。

新規就農に関する
支援等の取組み件
数

3件 10件 3件 4件 - - -
目標達成

途上

 安定した地域経済を維持して
いくため、創業支援、事業承継
や地域産業の活性化等の施策
を推進。

創業・事業継承事業
者数

― 延べ5件 創業者6件
セミナー参

加3名
創業者2名

- - -
目標達成

途上

 永平寺町の地域特性（北陸自
動車道と中部縦貫自動車道の
結節点、地域未来投資促進法
による重点促進区域、大学立
地）を活かすため、県及び関係
各課と連携し都市計画・農業な
どの土地規制について見直し、
企業が進出しやすい環境づくり
を推進

町外からの企業誘
致件数

― 3件 1件 0件 - - -
目標達成

途上

雇用対策協定を締結している
ハローワーク福井と連携して、
就職相談会やセミナーを開催

就労・雇用相談件数 ― 延べ50件
ﾐﾆ面接会

開催
ﾊﾛｰﾜｰｸと

連携
- - -

目標達成
途上

達成状況

基本目標Ⅱ 数値目標 達成状況

地域資源を活用した安定雇用の創出
町内就職数

2024年度までに累計800人増加

基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値

⑤ 町内での従
業員数を、さらに
拡大するための
施策

⑥ 町民の雇用
に結びつくため

の施策
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

求職者と町内採用企業との
マッチング体制を構築。特に、
女性・子育て母親への支援を
軸とした雇用、就労支援を実施

就労・雇用相談件数 ― 延べ50件
ｾﾐﾅｰ2回
ﾐﾆ面接会

10回

ｾﾐﾅｰ1回
就職相談

会1回
- - -

目標達成
途上

元気で豊かな経験と知恵を
持った働く意欲のある高齢者
の働きたいという希望を叶え、
元気で生活をおくる高齢者の
人生の質を高め生涯現役を実
現するため、シルバー人材セン
ター等が行うセミナー開催や技
能講習会開催を支援

セミナー開催
技能講習会開催件
数

31人
68人

30人
50人

24人
12人

42人
0人

- - -
目標達成

途上

近隣市町の観光資源を、歴
史、文化、自然、産業といった
テーマ別にストーリーを持った
観光資源として結び付け、回遊
性のある観光を推進するため、
関係市町等との協議会を組織
し、共同での情報発信やルート
作為性などを行い、広域観光
の連携を推進。

観光入込者数 106万人 110万人
コロナ禍に
より体験ツ
アー中止

体験ツアーを
まとめたサイ
トを構築し、
人流が戻った
時の情報提
供やツアーの
実施への準
備を行う

- - -
目標達成

途上

海外に向け、外国人観光客を
対象として観光地の魅力、発信
力の強化を行うため、電子版
外国語版観光パンフレットの作
成等を通して観光誘客を推進。

大本山永平寺
外国人参拝者数

1.5万人 1.5万人
観光パンフ
レット・観光看
板の刷新

観光HP・観光
看板の刷新

- - -
目標達成

途上

⑦ コロナ禍、コ
ロナ後に焦点を
合わせた観光施
策（観光業の維
持）

基本方針

⑥ 町民の雇用
に結びつくため

の施策

基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

町内で活動している観光関係
団体の機能整理、活動充実を
図り、withコロナや新しい働き
方に対応する体験型観光商品
の造成、情報発信、観光商談
会、継続的なおもてなし活動の
強化を推進。

観光入込者数 106万人 110万人
コロナ禍によ
り観光入込者
数減

観光物産協
会が主体とな
り域内連携事
業を実施
参画団体数
14

- - -
目標達成

途上

観光誘客を目的として、観光地
の魅力・発信力の強化を行うた
め、観光看板、観光パンフレッ
ト、観光ホームページの充実を
図るとともに、新たな情報発信
方法として、SNS・動画による
観光誘客を推進

観光入込者数 106万人 110万人

観光パンフ
レット・観光看
板の刷新
SNSを活用し
た情報発信

観光HP・観光
看板のデザイ
ンの刷新
SNSを活用し
た情報発信

- - -
目標達成

途上

施策数

10

目標達成数

0

達成率

0.00%

創業塾参加者に対して創業した数が少ないので、どうして創業に結びつかなかったかなどの検証をして塾の内容や創業支援に
生かしてほしい。創業して5年内に廃業してしまうケースがよくある。創業というと夢を抱く感じであるが、厳しい意見からのフォ
ローアップにも努めて、創業した先が軌道に乗り町を盛り立てていけるようになるとよい。
就労・雇用相談について、定年後のシニア世代の第二キャリアもターゲットに入れ込んで、進めていくとよいのではないか。
子育てママの他にも子育てが一段落した40～50代の女性の社会復帰・第二キャリアにもスポットを向けてみてはどうか
広域観光の連携について、道の駅同士が連携することは、周遊において重要であり引き続き取り組んでもらいたい。また、特典
等があると周遊促進につながるのではないか。自動車での移動よりも、公共交通を利用した場合の方が、より消費額か大きい
こと、また、各市町で二次交通の取り組みを実施している。これらを踏まえ、二次交通のさらなる整備と各市町の取り組みを繋
げる働きかけを行なっていってほしい。

基本方針

委員からの意見等

⑧　観光業の推
進による雇用の
創出

基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

5 -30 - - -
目標達成

途上

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

年末年始、大型連休の里帰り
時期に、移住・定住を考えてい
る相談者向けに総合的な支援
相談会・窓口を開設。

移住、定住相談会で
の相談人数

― 15人
ハロワーク

IJU就職相談
件数6人

ハロワーク
IJU就職相談

件数0人
- - -

目標達成
途上

 町外在住の方が永平寺町に
移住し、新しい視点から町の
様々なまちづくりに協力する地
域おこし協力隊制度の活用

地域おこし協力隊人
数

延べ3人 延べ 2人 0人 4人 - - -
目標達成

途上

都市部からの地方回帰の動き
に合せ、転入者の増加を目指
し、テレワークやサテライトオ
フィス等の拠点を整備

ＩＴ拠点施設利用者
数

― 延べ2,000人
令和3年度開
設に向けて事
業を推進

2,810人 - - - 目標達成

 地域の魅力をＰＲすると共に、
新婚世帯への支援など移住に
関する補助制度を拡充

定住補助制度利用
による転入居者数

137人 延べ700人 277人 167人 - - -
目標達成

途上

民間の未利用地などを活かし
た小規模宅地造成を推進

小規模宅地造成数 ― 2個所 山王地区 山王地区 - - -
目標達成

途上

空き家等情報バンクの充実、
活用促進を図るとともに、民間
事業者及び専門家と連携した
空き家無料相談会など相談体
制を構築

空き家相談会の開
催数
空き家を利用した定
住件数

―
3件

延べ5件
延べ20件

2件
9件

2件
4件

- - -
目標達成

途上

基本目標Ⅲ 数値目標 達成状況

基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況

人口の社会減から社会増へ
（2024年度）

⑨　地方回帰・
分散の流れを見
据えた移住戦略

⑨　地方回帰・
分散の流れを見
据えた移住戦略

永平寺町への新しい人の流れをつくる
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

⑨　地方回帰・
分散の流れを見
据えた移住戦略

町と関わりをもっている方と町
民との交流やマッチングの場
の提供

― ― ―
四季の森複
合施設の整
備

各種研修会や
イベントの場と
して四季の森旧
傘松閣を活用

- - - 目標達成

地域が有する技術の承継を維
持していくため、日本政策金融
公庫、商工会と連携して事業承
継セミナーを開催

創業・事業継承事業
者数

― 延べ5件
創業塾
8名参加

創業塾
24名参加

- - -
目標達成

途上

永平寺町の地域資源やまちの
魅力を地域愛の醸成につなげ
るために、情報発信力を強化。

SNSの情報発信数 ― 延べ2,500回 319回 25回 - - -
目標達成

途上

⑪　学生等若者
が実際にまちづ
くり活動を実施し
ていくための支
援

地域住民と交流が生まれるま
ちづくりを目指し、学生や若者
による地域での活動を支援

地域活動参加学生
数

81人 延べ350人
永平寺町
学16名

永平寺町
学18名

- - -
目標達成

途上

施策数

10

目標達成数

2

達成率

20.00%

現状 目標値 達成状況

委員からの意見等

地域おこし協力隊について、引き続き募集を継続し、応募者と適切なマッチングが図れるよう努めてほしい。
ＩＴ拠点施設利用について、利用促進のターゲットを絞り込む必要がある。立地的に、隙間時間の利用よりは、目的を持って長
時間利用するケースが多いと考えられる。
町内には大学があり県外から学生が転入してくる。しかし、卒業後は転出してしまうという問題についてもっと検討、対策が必
要。
空き家対策は話題となることが多いが、なかなか対策としても難しいところもあるため、空き家無料相談会のPRなどに力を入
れ、空き家対策を促していくとよい。
事業承継セミナーでは終活に向けたセミナーであったが、その後継続的に支援している事業所で第三者承継などに結びつくよ
うな支援をしていけるとよい。

基本施策・内容 ＫＰＩ

⑩　町内にある
様々な技術の承
継支援

基本方針
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

- 89% - - -
目標達成

途上

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

町内各地で若い世代が地域づ
くりの担い手となるよう組織の
設立や活動を支援

ジュニアリーダー加
入者数

28人 延べ140人 28人 27人 - - -
目標達成

途上

地域間・産業分野の垣根を越
えた連携を推進し、地域経済
の好循環を創出していくため、
意見交換を定期的に実施

産学官民連携交流
会の開催回数

5回 延べ20回
広域連携
交流会1回

広域連携
交流会3回

- - -
目標達成

途上

持続可能な地域社会の形成を
図るため、自治会・地域におけ
る、地域資源を活かした住民相
互による自発的な地域づくり活
動を支援

わがまち夢プラン育
成支援事業申請件
数
地区振興協議会加
入自治会

4件
加入率46％

延べ20件
加入率61％

1件
51%

1件
51%

- - -
目標達成

途上

医療の質の向上を目指し、専
門医による診断を遠隔で行え
るシステムの整備や、パソコン
タブレット等の機器類の整備を
支援。

タブレット整備台数 -
タブレット整備
支援台数3台

0台 0台 - - -
目標達成

途上

 マイナンバーカードの普及促
進のため、町民への情報発
信、申請サポート体制の強化

マイナンバーカード
発行数

2,284枚 5,000枚 3,088枚 2,971枚 - - - 目標達成

達成状況

⑫　地域組織の
育成により、ま
ずは「ひとづくり」
への取組み

基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値

基本目標Ⅳ 数値目標 達成状況

未来を見据えた、生活しやすい（生活に便利な）
まちをつくる

町民満足度調査（2024年度）
住みやすいと感じる人の割合　86.5%
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

最先端技術を採用し運行して
いる自動走行技術を活かし、AI
やIoTを含め自動化や省人化
技術等の未来技術を有する企
業と連携することで、町への投
資や企業の誘致を推進

新しいモビリティ
サービス利用者数
（自動運転）

― 延べ7万人 214人 2,680人 - - -
目標達成

途上

生産性の向上や業務の効率化
を目指し、町内、町外企業と連
携を行うIoT推進ラボの活動を
強化、また、IoT技術導入の促
進等の環境整備を支援。

― ― ―
企業相談

会1回
企業相談

会1回
- - -

目標達成
途上

IoTへの理解度を深め利用の
促進を図るため、利用者である
町民に対し、利用方法等のセミ
ナーを開催

― ― ―
スマホ教

室4回
講習会3回 - - -

目標達成
途上

仕事と休暇を組み合わせて、
町の施設を活用しテレワークな
どで働くワーケーションなど新
しい切り口で長期滞在者の誘
客を促進

四季の森整備（総合
政策課）
ワーケーション（商
工観光課）

― ―

令和3年リ
ニューアル
オープンに
向けた施
設整備

域内連携
事業（ワー
ケーション
事業）の実

施
4企業4名

- - -
目標達成

途上

⑭　人と物の移
動を自由にす
る、ＭａａＳの取
組み

北陸新幹線福井延伸、中部縦
貫自動車道の福井県全線開通
に対応し、町内観光地へのアク
セス向上を図るため、広域的な
交通手段の確保と案内強化を
実施

観光入込数 ― ―

新幹線開
業に向け
た関係団
体との連
携を強化

新幹線開
業に向け
た関係団
体との連
携を強化

- - -
目標達成

途上

基本方針 基本施策・内容

⑬　先端技術を
活用した生活の
利便性向上への
取組み

ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況
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◎令和3年度永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証結果

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
（2020） （2021） （2022） （2023） （2024）

生活様式の変化に対応し、利
用者の移動利便性を高めるた
め、必要なテクノロジーを積極
的に導入

新しいモビリティ
サービス利用者数

― 延べ7万人
自動運転レベ
ル3の達成

自動運転レベ
ル4実現に向
けた実証

- - -
目標達成

途上

健康寿命の延伸を図るため、
高齢者の生活を支援

新しいモビリティ
サービス利用者数
（デマンドタクシー）

― 延べ7万人
近助タク
シー2,041人

近助タク
シー5,891人

- - -
目標達成

途上

コミュニティバスの改編やフル
デマンドタクシーの導入を行
い、子どもからお年寄りまで安
心して地域で暮らしながら公共
サービスにアクセスできる公共
交通サービスのネットワークを
構築

近助タクシー（4,800
人）
自動走行（9,200人）
公共交通ネットワー
ク（36,000人）

32,559人/年 36,000人/年 22,249人

住民ニーズに
合わせた交
通体系の構
築

- - -
目標達成

途上

施策数

13

目標達成数

1

達成率

7.69%

委員からの意見等

ジュニアリーダーについて、各子ども会単位の活動支援のほかに、ジュニアリーダーズクラブ独自の自主事業を行っており、県
などの研修会にも参加していることから、しっかり取り組んでいると言える。
わがまち夢プラン、振興会設立促進とも、概ねしっかり取り組んでいる。
自動走行は、観光客の利用に特化していく方向でよいのではないか。
ワーケーション事業について、一活性ではなく、継続できる事業を行ってほしい。参加者も付き合い等で参加するのではなく、企
業が口コミで広げてくれるなど、また後日に個人で永平寺町に来てくれるような充実したプログラムを展開してほしい。

⑭　人と物の移
動を自由にす
る、ＭａａＳの取
組み

基本方針 基本施策・内容 ＫＰＩ 現状 目標値 達成状況
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